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序 

 

 

 現在、我が国では、国の成長戦略の柱である第４次産業革命の実現に向けて、

ＩｏＴ・人工知能・ロボット等々の最先端技術を活用した新たな試みが始まって

いますが、こうした動きを一層促進するには、長年培ってきた多種多様な技術革

新の芽を大きく育てる仕組み、すなわち関係者がじっくりと議論を行い、戦略に

まとめあげることが必要です。 

 一般財団法人機械システム振興協会では、平成２６年度から、外部の関係組織

の皆様とともに「イノベーション戦略策定事業」を進めており、平成２９年度

は、その４年目を迎えました。本事業は、新技術・新システムを社会に円滑に導

入するために、革新的・先進的技術を基にした具体的なイノベーション戦略づく

りを行う制度ですが、そのために、構想段階において多様な関係者が自由闊達な

議論を行うこととしております。 

 「沖縄県国際医療拠点を中心としたメディカルロジスティクス構築に向けた戦

略策定」は、上記事業の一環として、琉球大学医学部・附属病院を中心に沖縄県

の資源（医療・企業・人材）を活用し、同大学・病院の強みとする細胞等につい

て移送条件・医療ニーズを明らかにするとともに、積極的なオープンイノベーシ

ョンによるメディカルロジスティクス構築の実現に向けた戦略策定を目指し、一

般財団法人沖縄国際メディカルアイランド研究機構に委託して実施しました。こ

の中で、多様な分野の関係者とともに弊協会も参加して議論・検討を行いまし

た。また、協会に設置しております「機械システム開発委員会」(委員長：東京大

学名誉教授 大場 善次郎 氏)のご指導・ご助言を受けました。 

 この成果が、機械システムによる経済・社会の変革に寄与することとなれば幸

いです。 

 

 

 平成３０年３月 

                    一般財団法人機械システム振興協会                                                                                                



はじめに 

 

 かつて首里城の正殿に掲げられていたといわれる万国津梁の鐘には、その名のとおり海洋貿

易で栄えた沖縄の気概を示す一文として「舟楫を以て万国の津梁となす」と刻まれています。地

政学的にも東アジアのゲートウェイとしての役割を担う沖縄らしい一文です。現在では船はも

ちろん航空機が飛び交う国際的な物流ハブとしてますます交易の重要地点と位置づけられてい

ます。 

一方で、県民の健康面に目を向けてみると生活習慣病が深刻な問題となっているように、長

寿県として名を馳せたのは遠い過去になっています。根底にあるのは食生活の大幅な変容が原

因と指摘されていますが、再び健康長寿県として再起すべく琉球大学医学部及び医学部附属病

院を、かつての米軍基地住宅跡地であった西普天間に移設し、国際医療拠点を形成するプロジ

ェクトが進んでいます。沖縄は日本唯一の亜熱帯性気候であり、また島嶼性という特色を有し

ており、豊富な生物資源と研究フィールドとして適した環境といわれています。沖縄の優位性

が活かされた研究プロジェクトの発展が期待されています。また、技術革新が目覚ましい現代

医療において、細胞や組織といった生体由来の試料を治療に用いる再生医学が大きな柱と目さ

れるようになり、そういったものの医療機関・研究機関への移送はなくてはならないものとな

ってきています。国際医療拠点を目指す沖縄においても、この「メディカルロジスティクス」を

介して沖縄ならではの医療試料を世界に移送する、あるいは世界中の医療試料を収集するとい

うのは大きなミッションになると推測されます。 

しかしながら、細胞などにおいては安心・安全のための確立した移送基準がなく、またコスト

も大きな課題となっています。今後の医療界の発展と沖縄県における国際医療拠点形成には医

療向け物流、メディカルロジスティクスの構築が必要不可欠であると考え、（一財）機械システ

ム振興協会より（一財）沖縄国際メディカルアイランド研究機構が受託し、医学系の大学研究者

や医療分野に携わる企業の協力のもとに平成28年度に「再生医療分野を中心としたメディカル

ロジスティクスに求められる移送技術に関する戦略策定委員会」を発足させ、メディカルロジ

スティクスについての戦略策定を目指すこととなり、平成29年度はそれを発展した形で「沖縄

県国際医療拠点を中心としたメディカルロジスティクス構築に向けた戦略策定委員会」を発足

させました。前年度の成果を基に、課題を抽出し安全・安心なメディカルロジスティクス構築に

向けた戦略策定ついて本報告書で提言という形にまとめました。 

本報告書を発行するにあたり、貴重な時間を割いて、成果を挙げていただいた委員のご尽力

に心から謝辞を捧げます。 

 

 平成３０年３月 

（一財）沖縄国際メディカルアイランド研究機構 
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